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分担研究報告書 

 

産業看護職に求められるコンピテンシーに関するスコーピングレビュー 
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金森 悟 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科） 
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研究要旨： 

【目的】労働者の健康支援ニーズが多様化する中で、産業看護職の需要は高まってお

り、実践能力の質担保に向けた系統的な教育体制の整備が課題となっている。本研究の

目的は、産業看護職におけるコンピテンシーを含む看護実践能力（以下、コンピテンシ

ー）について、スコーピングレビューにより網羅的に明らかにすることとした。 

【方法】スコーピングレビュー（Arksey H et al. 2005）を採用し、Tricco AC ら（2018）

が示す PRISMA-ScR に準拠した。医中誌 Web および PubMed を用いて 2013 年～2025

年に出版された論文について文献検索を実施した。2 名の研究者が独立して一次および

二次スクリーニングを実施し、37 件の文献を選定した。各文献から対象者、研究目的、

研究デザイン、国、出版年、コンピテンシーの具体的な内容および定義を抽出した。さ

らに、実践能力に関する記述を抽出し、KJ 法を参考に質的に分類した。 

【結果】選定した 37 件の文献を分析した結果、コンピテンシーは、産業看護職に共通

して求められる「基本的実践能力」と、熟達者にみられる「高度実践能力」の 2 つに分

類された。また、その範囲は産業看護活動全般を対象とするものと、メンタルヘルス、

健康診断、災害対応等の特定の業務に焦点を当てたものに整理された。さらに 37 件の

文献に記載されているコンピテンシーをコードとして抽出し、KJ 法に準じて分析した

結果、コンピテンシーは「産業看護の基盤」「コーディネーション」「マネジメント」「産

業看護活動」の 4 カテゴリーから構成されることが明らかとなった。 

【考察】産業看護職に求められるコンピテンシーは、知識・技術・態度などの基礎的能

力から、それらを統合して高い成果につなげる高度な能力までの広がりを有すること

が示された。産業看護の質向上に向けては、産業看護職としての実践を開始する前か

ら、初任期、新人期～熟練期に至る発達段階に応じた実践能力の明確化と、それに基づ

く体系的な教育プログラムの開発が必要であることが示唆された。 

 

研究協力者 

高見澤友美 （帝京大学大学院公衆衛生学研究科）   
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Ａ．目的 

職場における労働者の健康課題は多様

化・複雑化しており、大企業と中小規模事

業場との産業保健サービスの格差も依然

として課題である 1-3)。こうした状況にお

いて、労働者・職場に最も身近な産業保健

専門職として、産業看護職の役割は重要

性を増している 4)。一方で、産業看護職は

産業医や衛生管理者とは異なり、労働安

全衛生上、配置基準や職務等の規定がな

く，多様化・複雑化が進む産業現場のニー

ズに即応可能な現任教育体制の整備が喫

緊の課題である。 

本研究の目的は、産業看護職における

コンピテンシーを含む看護実践能力（以

下、コンピテンシーとする）についての網

羅的な概観をスコーピングレビュー5）に

よって明らかにすることである。コンピ

テンシーが明らかになることで、産業看

護職の資質向上に向けた体系的な教育研

修プログラムや教材開発の基礎的な資料

として活用されることが期待される。 

 

Ｂ．方法 

本研究では、体系的に研究領域の基盤

となる主要な概念や知識を概説する方法

論として Arksey と O’Malley が提唱する

スコーピングレビュー5）を採用した。スコ

ーピングレビューは、Tricco AC ら 6)が示

すスコーピングレビューのための報告ガ

イ ド ラ イ ン （ PRISMA-ScR: Preferred 

Reporting Items for Systematic reviews and 

Meta-Analyses extension for Scoping Reviews）

に準拠して実施した。文献検索や分析は、

研究 1 年目である令和 5 年度に実施し、

3 年目の令和 7 年度には検索期間を拡張

し、令和 5 年度以降の最新文献を追加収

集した。 

スコーピングレビューはプロトコルの

PROSPERO への登録は不要であり、本

研究においても登録は行わなかった。表 1

に本研究で設定した Patient、Concept、

Context の研究疑問フレームワークを示

す。 

 

表 1 研究疑問のフレームワーク 

研究疑問 内容 

Patient／ 

Participant 

（患者／参加者） 

産業看護職 

Concept（概念） 産業看護職のコンピテンシー 

産業看護実践能力 

Context（文脈） 事業場での産業保健活動 

国内外の文献すべて 

 

1. 文献の検索方法 

 文献検索には医中誌 Web および

PubMed を用いた。 

医中誌 Web における検索は 2023 年 7

月 27 日（1 年目）と、追加検索として

2026 年 1 月 9 日に行った。対象とする

文献は、2013 年以降に出版されたもの

に限定した。2013 年以降に限定した理

由は、産業看護職を取り巻く社会背景の

変動を鑑み、過去 10 年以内の文献を活

用することが妥当であると判断したから

である。なお、研究 3 年目に実施した追

加文献検索では、2023 年～2025 年に出

版された文献を対象とした。 

検索式は以下のように設定し、原著論

文のみ抽出した。 
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((労働衛生看護/TH or 労働衛生看護/AL) 

or (労働衛生看護/TH or 産業看護/AL) or 

(産業保健看護/AL) or (産業保健師/AL) 

or (産業看護師/AL)) and (((専門能力/TH 

or コンピテンシー/AL) or (臨床能力/TH 

or コンピテンシー/AL)) or (コンピテン

ス/AL) or (専門/AL) or (看護実践/TH or 

看護実践/AL)) 

PubMed における検索は、2023 年 7

月 24 日（1 回目）と、追加検索として

2026 年 1 月 9 日に実施した。検索式は

以下のように設定した。 

(((Occupational Health Nursing[MH]) 

OR ("occupational health nurse*")) OR 

("Occupational Health Nursing")) AND 

(((((Clinical Competence[MH]) OR 

("Nursing Practice")) OR (Professional 

Competence[MH])) OR 

(Professional*[Title/Abstract])) OR 

(Competency*[Title/Abstract])) 

 さらに、本スコーピングレビューを実

施する前に行っていた文献検索の結果を

もとに、ハンドサーチによる文献の追加

を行った。 

 

２）文献の選択 

 医中誌 Web および PubMed、そしてハ

ンドサーチからの文献検索リストをもと

に、著者らが文献のタイトルと抄録から

一次スクリーニングを行った。採択基準

は、①産業看護職のコンピテンシーまた

は看護実践能力が扱われていること、②

事業場での産業保健活動の文脈であるこ

と、という 2 つの条件をいずれも満たす

ものとした。この作業を文献 1 件当たり

著者ら 2 人が独立して行い、採択の有無

について相違が出た文献については採択

とした。 

一次スクリーニング後に残った文献の

全文を通読し、二次スクリーニングを行

った。この作業も文献 1 件当たり著者ら

2 人が独立して行い、採択の有無について

相違が出た文献については、著者ら全員

で検討したうえで採択の可否を判断した。 

 

３）データ項目と分析方法 

 文献から抽出したデータ項目は、研究

を実施した国、対象者、研究の目的、研究

デザイン、扱われているコンピテンシー

の概念とその定義とした。これらの項目

は、年代別に整理しリスト化した。 

 さらに、各文献のコンピテンシーとし

て示されていたカテゴリー相当の項目を

抽出した。抽出した項目をコードとし、意

味内容の類似性と相違性から共通性を見

出しつつ、KJ 法を参考にグルーピングし

た。グルーピングしたまとまりを示す名

前を付け、サブカテゴリーとし、サブカテ

ゴリーをさらに意味内容に基づいてまと

めカテゴリーとした。 

 

Ｃ．結果 

 文献検索の結果、2013 年～2023 年に

出版された文献として、医中誌 Web73 件、

PubMed は 121 件が選定された。3 年目

の追加文献検索では、医中誌 Web18 件、

PubMed は 30 件を選定した。文献 1 件

につき著者ら 2 人が独立して一次・二次

スクリーニングを行った結果、医中誌

Web から 16 件、PubMed から 12 件の合

計 28 文献を採択した。さらに、追加文献

検索によって医中誌 Web から 5 件、

PubMed から 4 件の合計 37 文献を採択
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した（図）。採択した 37 文献の概要を表

2 に示した。 

 

1. 文献の概要 

 37 文献の発行年は、2013 年 2 件
7,8) 、2014 年 2 件 9,10)、2016 年 2 件
11,12)、2017 年 5 件 13-17)、2018 年 3 件 18-

20)、2019 年 4 件 21-24)、2020 年 2 件
25,26)、2021 年 4 件 27-30)、2022 年 3 件
31-33)、2023 年 2 件 34, 35) 、2024 年 3 件
36-38) 、2025 年 5 件 39-43)であった。国別

では、日本 22 件 13-16,18,19,21,22,25-29,31-33)、

米国 4 件 7,8,10,23)、英国 12,17)と韓国各 2

件 20,30)、フィンランド 3 件 24,37,41)とブラ

ジル 39)とトルコ 34)各 1 件、17 か国が 1

件 9)、その他として概念分析（国際論

文）が 1 件 40)であった。対象者は、産業

看護実務者 7,9,11,12,13-24,26-32,34,35-37, 39,41,42)

または教育者 8,19,33,34,35)が最も多く、そ

の他の産業保健専門職（産業医、労働衛

生専門家等）10,17,20,25,28,29,34,35,37,38)を対象

とする研究も一部含まれていた。 

 研究目的は、コンピテンシーを記述す

るものもあれば、キャリアアンカー11,14,18)、

実践力向上を目指した研修プログラム開

発 10,22,23)、知識項目の明確化 33,34)等、コ

ンピテンシーに類似する概念に焦点をあ

てたもの等があった。研究デザインは、質

的 研 究 デ ザ イ ン が 11 件 13-15,19,24-

26,29,30,38,39,41)、量的記述的研究（横断研究

含む）9 件 7,9,16,18,19,23,28,32)、デルファイ法

6 件 10,12,17,27,33-35,37,43)、尺度開発 7 件
11,20,21,31,36,42)、その他（クロスマッピング、

介入研究）2 件 8,22)であった。 

扱われているコンピテンシーは、産業

看護職であれば身につけておくべき基本

的な能力としての「基本的実践能力」7-

12,14-20,22-26,31-34,38,39)と熟達した産業看護

職が身につけている能力または高い成果

を生み出すための能力としての「高度実

践能力」13,21,27-30,35-37,40-43)の 2 つに分類

された。また、コンピテンシーの範囲

は、産業看護活動全般を対象としている

もの 8,11,12,14,17,18, 25,32-24,38,39,43)と、メンタ

ルヘルス等の健康課題 31)や健康教育
20）、災害対応 28,29)、健康施策決定プロセ

ス 35,42)などの業務に紐づく産業看護実践

7,9,10,15,16,19,20,22,23,26,28,29,31,35,36,37,40,41)に焦

点をあてているものが整理された。 

 

2. コンピテンシーの具体的な内容 

 37 文献に示されていたコンピテンシー

について、KJ 法を参考に質的に分析した

結果、【産業看護の基盤】【コーディネーシ

ョン】【マネジメント】【産業看護活動】の

4 つのカテゴリーと 32 サブカテゴリーが

抽出された（表 3）。 

（1） 産業看護の基盤 

このカテゴリーは、＜専門性の発揮＞ 

＜一貫性・本質＞＜倫理的・法的基盤＞＜

自己成長＞＜未来につなげる省察的な実

践＞＜コミュニケーションスキル＞＜個

別支援における姿勢＞＜社会人としての

姿勢＞の 8 つのサブカテゴリーから構成

された。産業看護職として専門性を発揮

しながら自己成長するための姿勢等、産

業看護職としての基本的なあり方を示し

ている。 

（2） コーディネーション 

 このカテゴリーは、＜会社・個人との関

係構築から連携・協働＞＜地域保健との

関係構築から連携・協働＞＜集団・組織へ

のアプローチ＞の 3 つのサブカテゴリー

から構成された。個別支援だけでなく、集

団、組織、そして会社全体へと働きかけ、
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連携・協働する上での実践能力が含まれ

た。 

（3） マネジメント 

 このカテゴリーは、＜PDCA サイクル

＞＜情報収集＞＜サーベランス・モニタ

リング＞＜アセスメント＞＜事業評価＞

＜対象に合わせた柔軟な働きかけ＞＜優

先順位・業務効率化＞＜政策提言・システ

ムづくり＞＜教育とスキル開発＞＜研究

＞＜リーダーシップ＞の11サブカテゴリ

ーから構成された。産業看護職として実

務を遂行する上での具体的なマネジメン

トに関するスキルや知識、すなわちリー

ダーシップを発揮し、PDCA サイクルを

回しながら優先すべき業務に効率的に取

り組み、事業評価と必要な改善へとつな

げる事、施策化や産業保健システムを展

開していくことなどが挙げられていた。 

（4） 産業看護活動 

 このカテゴリーは、＜ヘルスプロモー

ション＞＜健康相談＞＜労災・業務疾病

管理＞＜健康危機管理＞＜メンタルヘル

ス支援＞＜治療と仕事の両立支援＞＜応

急処置＞＜健康診断＞＜投薬・検査＞＜

事務的な業務＞の 10 サブカテゴリーか

ら構成された。労働衛生 3 管理 5 分野の

視点やメンタルヘルス対応、治療と仕事

の両立支援といった今日的な産業保健の

課題に対する取り組み等、具体的な実践

活動に関する項目が含まれていた。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、産業看護職のコンピテン

シーに関する国内外の文献を対象とした

37 件の文献を用いたスコーピングレビュ

ーを実施し、【産業看護の基盤】【コーディ

ネーション】【マネジメント】【産業看護活

動】の 4 カテゴリーから構成される包括

的な枠組みを明らかにした。本結果は、従

来の研究が特定のコンピテンシー領域や

専門職枠組み、あるいは単一国の文脈に

焦点を当てていたのに対し、産業看護職

の実践能力を含むコンピテンシーを体系

的に整理し、その全体像と構造を示した

点に意義がある 12,13,44)。 

特に本研究では、産業看護職のコンピ

テンシーを「基本的実践能力」と「高度実

践能力」という発達段階の視点から整理

した。基本的実践能力は、すべての産業看

護職に求められる基礎的な知識・技能・態

度を示すものであり、日常的な産業保健

活動を支える基盤である。一方、高度実践

能力は、複雑化する職場環境や多様な健

康課題に対応するために、複数の能力領

域を統合しながら発揮されるものであり、

とくにコーディネーションおよびマネジ

メントに関連する能力として特徴づけら

れた。 

国内外含めて、産業看護職は個人の健

康問題のみならず、組織や職場環境を含

めた多層的な要因を統合的に捉え、就労

能力や健康リスクを評価・分析する役割

が強調されていた。また、多職種連携や組

織内外の資源活用、政策提言やシステム

構築など、組織レベルでの関与が重要な

実践として位置づけられていた。これら

の知見は、本研究で抽出されたコーディ

ネーションおよびマネジメントのカテゴ

リーと一致しており、産業看護職の実践

が個別支援にとどまらず、組織的・社会的

文脈の中で展開される専門職であること

を示している。 

さらに近年の文献では、災害対応、健康

危機管理、メンタルヘルス支援、政策提言

といった新たなコンピテンシー領域の重
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要性が指摘されていた。これらは、労働環

境の変化や社会的要請の高まりを背景と

して、従来の産業看護実践の枠組みを拡

張するものであり、産業看護職に対して

より高度で統合的な実践能力が求められ

ていることを示唆している。 

本研究で明らかとなった 4 つのカテゴ

リーは、相互に独立したものではなく、実

践の中で相互に関連しながら機能する動

的な構造を有している。例えば、倫理観や

コミュニケーション能力といった基盤的

能力は、コーディネーションやマネジメ

ントの実践を支えるものであり、産業看

護活動の中でこれらの能力が発揮・強化

される。このように、産業看護職のコンピ

テンシーは、個人の能力としてのみなら

ず、実践経験や組織環境との相互作用の

中で発達するものとして理解する必要が

ある。 

これらの結果は、産業看護職の人材育

成および教育体制の整備に対して重要な

示唆を与える。すなわち、産業看護職の育

成においては、基礎的能力の習得に加え、

コーディネーションやマネジメントとい

った高度実践能力を段階的に育成する教

育プログラムの構築が必要である。特に、

産業看護に関する基礎教育は限局的であ

る 47）との先行研究も踏まえ、個人の学習

機会のみならず、多職種連携の機会や組

織的支援体制の整備が不可欠である。 

本研究の成果は、産業看護職のコンピ

テンシーの体系化を通じて、教育研修プ

ログラムや教材開発の基盤資料として活

用できるとともに、産業保健分野におけ

る人材育成政策や制度設計への示唆を提

供するものである。 

一方で、本研究にはいくつかの限界が

ある。対象文献の多くが日本における研

究であったため、国際的な一般化には慎

重な検討が必要である。また、英語および

日本語以外の文献を含めていないことや、

灰色論文を除外したことにより、最新の

実践知が十分に反映されていない可能性

がある。 

今後の課題としては、本研究で提示し

たコンピテンシー枠組みの妥当性を多様

な実践環境において検証するとともに、

コンピテンシーの発達過程や実践成果と

の関連を明らかにする必要がある。また、

本枠組みに基づく教育・研修プログラム

の開発および効果検証を進めることによ

り、産業看護職の質の向上と産業保健活

動の充実に寄与することが期待される。 

 

 

Ｅ．結論 

コンピテンシーの具体的な内容を明ら

かにするためにスコーピングレビューを

実施し、37 文献を採択した。コンピテン

シーは、すべての産業看護職に求められ

る基本的実践能力から、それらを統合し

て高い成果につなげる高度実践能力まで

の広がりをもつものとして整理され、 

看護実践能力の具体的内容は、【産業看護

の基盤】【コーディネーション】【マネジメ

ント】【産業看護活動】の 4カテゴリーに

整理された。 

産業看護職の質の向上に向けては、新

人期から熟練期に至る発達段階に応じた

実践能力の明確化と、それに対応した体

系的な教育プログラムの開発が必要であ

ることが示唆された。 
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表 2 スコーピングレビューで採用した 37 件の文献の概要 

著者，年 国 対象者 研究目的 
研究 

デザイン 
扱われているコンピテンシーの概念 

扱われているコンピテンシーの

定義 

Burgel BJ 

et al., 

2013 

米国 全米の産業看護

職 

AAOHN(n=5,183、

AOHP(n=922)、産

業保健を関心分

野とする 

ANA会員

(n=249)、 ABOHN

認定看護師

(n=4,926) 

産業保健師が呼吸器保

護に関する能力をどの

程度有しているか、ま

た、産業保健師が RPP

の 12 の必要な要素にど

の程度慣れているかに

ついて報告する 

横断研究 

実態調査 

呼吸器保護プログラムの 12 の要素 

1.呼吸保護方針の作成 

2.呼吸器に対する潜在的危険性の特定と評価 

3.職場で遭遇する可能性のある呼吸器系の危険の特定と評

価 

4.適切な保護具の適切な選択 

5.従業員のトレーニング 

6.呼吸器機器の点検、清掃、修理 

7.従業員の意見を評価することによるプログラムの有効性の評

価 

8.呼吸器適合性に関する従業員の健康関連評価 

9.フィットテストの実施 

10.ユーザー推奨のシールチェック方法 

11 スパイロメトリ―検査 

12.緊急時対応訓練 

なし 

Levin PF 

et al., 

2013 

米国 5 人の看護実践指

導者のパネルディ

スカッションにより

実施 

 (a) 専門レベルの 

Quad Council のコンピ

テンシーを他の地域看

護学(訪問看護、産業看

護、学校、環境）のコン

ピテンシーとクロスマッ

プすること 

(b) 卒業生を地域看護

学分野の高度な役割に

備えるために、Quad 

Council ベースのカリキ

ュラムの適切性を確保

すること 

クロスマッ

ピング 

米国産業保健看護協会の産業環境保健看護における８つの

コンピテンシー（2007） 

1.分析評価スキル 

2.政策立案、プログラム・プランニングスキル 

3.コミュニケーションスキル 

4.文化的コンピテンシー 

5.地域社会における実践スキル 

6.公衆衛生学の基礎スキル 

7.ファイナンシャル・プランニングとマネジメント・スキル 

8.リーダーシップとシステム思考スキル 

なし 
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Rogers B 

et al., 

2014 

17 か

国 

17 か国 683 人の

産業看護職 

この横断的研究では、

参加した各国の産業保

健看護師のサンプルが

提供するサービスの範

囲を調査した。 

横断研究 

実態調査 

産業看護職の機能と活動として 40 項目を挙げている 

①事故調査、②血液由来病原体の調査とフォローアップ、③

がん検診、④症例・障害管理、⑤慢性疾患のスクリーニング・

モニタリング、⑥労働者への臨床ケア、⑦労働者の家族への

ケア、⑧カウンセリング、⑨災害対策、⑩人間工学、⑪サーベ

イランス・プログラムの有効性の評価、⑫応急処置、⑬食品衛

生、⑭ハザード・コントロール、⑮安全衛生方針の策定、⑯健

康教育と健康増進、⑰聴力の保護と保全、⑱家庭訪問、⑲予

防接種管理、⑳予防接種のマネジメント、㉑産業衛生検査、

㉒投薬管理、㉓投薬マネジメント、㉔健康統計のモニタリン

グ、㉕産業保健分野のマネジメント、㉖仕事の変更・解任を勧

める、㉗医師または医療提供者への治療・相談の紹介、㉘呼

吸器保護に関するアドバイス・サーベイランス、㉙職場復帰評

価、㉚リスク表か、㉛安全プログラム、㉜病欠の管理、㉝渡航

者の健康アドバイス・サーベイランス、㉞結核検診、㉟.職務経

歴書の作成、㊱労働者の健康評価、㊲労働者の健康監視、

㊳労災管理、㊴職場巡視、㊵その他 

なし 

Burns C 

et al., 

2014 

米国 労働衛生および

環境衛生の呼吸

器防護の専門家

17 名 

産業保健ナースのため

の呼吸器保護コンピテ

ンシーを開発し、教育モ

ジュール開発の指針とし

た。 

修正デル

ファイ法 

呼吸器保護に関する産業・環境看護師のコンピテンシー 

産業環境保健看護の 11 の基準①アセスメント、②診断、③ア

ウトカムの特定、④計画、⑤実施、⑥評価、⑦資源管理、⑧専

門能力開発、⑨協力、⑩研究、⑪倫理 (AAOHN, 2012)を使

用し、8 つに簡素化した。①臨床実践、②労働・職場・環境、

③規制・立法、④ビジネス・リーダーシップ、⑤健康増進・疾病

予防、⑥安全衛生教育・訓練、⑦研究、⑧専門性 

  

Kubo Y 

et al., 

2016 

日本 日本産業衛生学

会所属の産業看

護職７４５名 

産業保健師のキャリアア

ンカー尺度を開発し,そ

の信頼性と妥当性を評

価すること 

尺度開発 ■産業看護側のキャリアアンカー６因子 

【専門性を発揮し仕事におけるポジションを考える】 

【効果的な仕事のための管理スキル】 

【団体の健康増進支援】 

【従業員中心のサポート】 

【産業保健チームのメンバーや担当者との連携】 

【仕事と私生活の両立】 

キャリアアンカーの定義：シャイ

ンの概念化に基づいて、個人

のライフスタイルに組み込むも

のとして定義され、自己認識さ

れた才能、価値観、キャリアに

関連する進化した動機の感覚

からなる産業看護職の自己概

念を指す 
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Lalloo D 

et al., 

2016 

英国 英国の産業看護

団体のネットワーク

を通じて参加した

シニアレベルの産

業看護職（1 回目

48 人、2 回目 55

人 ) 

産業看護実践に必要な

コンピテンシーについ

て、英国産業看護職の

現在の優先順位を明ら

かにする。 

デルファイ

法 

産業保健専門職職の 12 個の主要な能力の見出しと、特定の

トピックエリア（サブセクション）が抽出された。主要な能力は以

下の通り、 

・職業的な健康に対する危険の評価と管理の一般原則 

・障害の評価および仕事への適性 

・健康増進 

・倫理的および法的問題 

・臨床ガバナンス/臨床改善 

・コミュニケーションスキル 

・チームワークおよびリーダーシップスキル 

・マネジメントスキル 

・仕事の実践に関連する環境問題 

・教育と教育的スーパービジョン 

・良好な臨床ケア 

・研究方法 

本研究では、コンピテンシーを

「安全で効果的な OH看護実

践のために必要な知識、技

能、 能力のグループ」と定義

した。 

Kono K 

et al., 

2017 

日本 ハイパフォーマー

の産業看護職 8

名 

産業看護職に必要なコ

ンピテンシーを明らかに

し、その構造図を示すこ

と 

質的記述

的研究 

■産業看護職に必要とされるコンピテンシー（7 つのコアコン

ピテンシー） 

①自己成長する力 

②産業看護の本質を貫く力 

③人・部門・組織の成長をサポートする力 

④人・部門・組織間の意見を調整する力 

⑤戦略立案・業務遂行する力 

⑥チーム力を高める力 

⑦創出する力 

According to Dr. McClelland's 

idea, we defined competency 

as the capability to assess 

knowledge and skills that are 

required, to utilize the 

knowledge and skills well, and 

to achieve good results. 

Kubo Y 

et al., 

2017 

日本 産業看護職 16 人 日本の産業看護職のキ

ャリアアンカーを質的に

探ること。 

質的記述

的研究 

産業看護職の主要なキャリアアンカーは、「人間関係や立場

に関する実践」、「産業保健実践の発展」、「効果的な仕事の

ためのマネジメントスキル」、「組織内外で承認される実践」、

「仕事と私生活への配慮」の 5 つであった。 

キャリアアンカー：生活全般を

通して，産業看護職という仕事

に対して，重視している事柄，

大切にしている事柄 

Nagata T, 

2017 

日本 経験 15 年の産業

看護職 1 人 

業務に影響を及ぼす健

康問題を有する労働者

を発見するための質問

票である作業機能障害

尺度（WFun）の診断精

度を、産業看護職による

アセスメントを客観的基

準として評価すること 

横断研究 

実態調査 

産業看護職によるアセスメントの視点 

1．従業員は健康上の問題を抱えていたか？ 

2．健康問題は仕事に影響を与えたか（効率、生産性、やる気

など）？  

3．治療が必要か？ 

4．ヘルスケアの指示（説明）の必要性 

5．就業上の措置の検討の必要性 

なし 
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三橋 祐

子

他,2017 

日本 地域保健担当者と

連携している産業

看護職１０名 

地域保健との連携に関

する産業看護職のコン

ピテンシーを明らかにす

ること 

質的記述

的研究 

■地域保健との連携におけるコンピテンシー（９つのカテゴリ

ー、19 のサブカテゴリー） 

【地域保健情報の収集】 

【地域保健担当者との関係性の構築】 

【従業員の家族の問題抽出】 

【従業員・家族と地域保健担当者との結びつけ】 

【地域保健が持つ社会資源の活用】 

【地域保健との連携の重要性の提示】 

【従業員の人生全体や従業員の家族の要因を捉える姿勢と視

点の保持】 

【産業看護職自ら地域保健との連携を推進する姿勢の保持】 

【産業看護職の存在意義の確認】 

コンピテンシー：卓越した成果

を生む基なる能力。表面的な

能力としての知識や技術と、深

層的な能力としての意識・姿

勢・考え方を含む。また、技術

には、地域保健との連携に取り

組んでいる者だからこそ行わ

れる独特な動き（行動様式）を

含む。 

Lalloo D 

et al., 

2017 

英国 デルファイ 1 回

目：産業医 57 人、

産業看護職 48

人、デルファイ 2

回目：産業医 49

人、産業看護職

54 人 

英国の産業医と産業看

護職の間で現在の能力

の優先順位を比較する

ことである。 

修正デル

ファイ法 

産業保健専門職の 12 の主要領域（PDs）が含まれており、そ

れぞれがその領域内の異なる実務領域をカバーする詳細な

サブセクション項目を持っていた。 

なし 

久保 善

子他，

2018 

日本 日本産業衛生学

会の会員である産

業看護職 745 人 

産業看護職のキャリア開

発の支援方法を検討す

る基礎的資料とするた

めに、産業看護職のキ

ャリアアンカーに影響す

る要因を属性より検討す

ること 

横断研究 

実態調査 

■産業看護職のキャリアアンカー 

【立場を考慮し，専門性を発揮する】（8 項目） 

【効果的な活動にむけたマネジメントを行う】（10 項目） 

【集団・組織全体の健康レベルの向上に力を尽くす】（9 項目） 

【労働者に応じた支援を行う】（5 項目） 

【産業保健チームや関係者と協力して仕事を行う】（5 項目） 

【仕事と私生活を両立する】（2 項目） 

キャリアアンカー：生活全般を

通して，産業看護職という仕事

に対して，重視している事柄，

大切にしている事柄 

春日 美

穂他，

2018 

日本 合計 10 年以上の

産業保健師経験と

教員経験を有する

現任の看護系大

学教員または元教

員 10 人、10 年以

上の実践経験を

有する産業保健

師 7 人 

産業保健師が保健事業

評価を行う際に必要な

専門能力を明らかにす

ること 

質的記述

的研究 

■産業保健師が保健事業評価を行う際に必要な専門能力（５

つの大領域と 36 カテゴリー、82サブカテゴリー） 

大領域 

【現状把握に基づく評価計画の立案】 

【評価に活用するための情報収集】 

【多角的なデータ分析と事業成果・健康施策全体を結び付け

た意味付け】 

【関係者への分かりやすい成果の提示とモチベーション向上

支援】 

【評価活動全体の基盤】 

専門能力：卓越した実践を行う

専門職が保健事業評価を行う

際の行動・知識・視点・姿勢の

こと。コンピテンシーとは、同義

とする。 
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Kim YH，

2018 

韓国 産業保健専門職

485 名（労働衛生

専門家 91 名・産

業保健師 388 名） 

産業保健専門家に標準

化・統一化されたツール

を提供するために職場

の健康教育の職務能力

モデルを開発すること 

尺度開発 ■職場の健康教育のジョブコンピテンシー（8 の役割と 40 の

タスク） 

①ニーズのアセスメント 

②優先度の高い問題の特定 

③スケジュールと内容を計画する 

④運営と予算を計画する 

⑤健康教育の開発 

⑥健康教育の実施 

⑦評価 

⑧文書作成 

なし 

河野啓子

他，2019 

日本 日本産業看護学

会会員・産業看護

学診断体系作業

に関わる産業看護

研究会の産業看

護職３７５名 

産業看護職のコンピテ

ンシー尺度を開発し，信

頼性・妥当性を検証す

ること 

尺度開発 ■産業看護職のコンピテンシー（3 因子 36 項目） 

【産業看護を遂行する力】（25 項目） 

【創出する力】（7 項目） 

【自己成長する力】（4 項目） 

①コンピテンシー：必要とされ

る知識や技術の本質を見極

め、それらの知識や技術を上

手に活用して、高い成果をあ

げる力 

②産業看護職に必要とされる

コンピテンシー：産業看護活動

に必要な知識や技術の本質を

見極め, それらの知識や技術

を上手に活用して, 産業看護

職として高い成果をあげる力 

②「産業看護活動に必要な知

識や技術の本質を見極め、そ

れらの知識や技術を上手に活

用して、産業看護職として高い

成果をあげる力」 

Nishikido 

N et al., 

2019 

日本 180 分の研修を受

講した 66 人の産

業看護職 

産業看護職を対象とし

たがん労働者とその職

場への支援に関する研

修プログラムを開発し、

評価すること 

対照群を

おかない

介入研究 

【がんを持つ労働者個人への支援（8 項目）】 

【上司同僚の支援（7 項目）】 

【会社内外の多職種と連携（8 項目）】 

なし 
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Surjadi M 

et al., 

2019 

米国 3,414 人の米国産

業保健看護師協

会（AAOHN）会員 

産業看護職の C型肝

炎に対するコンピテンシ

ーおよびアウトリーチの

変化を測定し、スクリー

ニングの障壁を明らかに

すること。 

横断研究 

実態調査 

HCV に関する competenceは「自信」と「 HCV の 知識」によ

って評価された。 

 【自信】 

「OHN が HCV の危険因子、診断、治療に関する HCV 教

育/カウンセリングを従業員に提供することに対する自信の程

度」5 段階評価 

【HCVの知識】 

OHN の HCV に関する現在の知識を 15 の質問 で評価し

た。 データ分析のために、これらの項目は、HCV 危険因子 

(14 項目)、病態生理学/診断 (6 項目)、および治療 (10 項

目) の 3 つのサブスケールに分類された。 

なし 

Hemberg 

J et al., 

2019 

フィンラ

ンド 

フィンランドの 4 人

の産業看護職 

本研究の目的は、産業

保健における倫理につ

いて、産業保健ナース

自身の見解から明らか

にすることで、新たな理

解に到達すること 

解釈学的

アプローチ 

倫理的な価値基盤 

・倫理的な価値基盤としての「ほぼ他者への愛」 

・倫理的な価値基盤としての人間の尊厳と存在への尊重 

・倫理的な価値基盤としての正義、誠実さ、忠誠心 

・倫理的な価値基盤としての真正な存在と未知への開放 

・実践の中でこれらの倫理を生かすこととしての倫理的な価値

基盤の達成 

なし 

金森 悟

他，2020 

日本 全国協議会の公

募企画の参加者

188 名 

多職種からの視点を通

して産業看護職の強み

を理解し，存在意義を

高めていく方法につい

て検討すること 

質的研究 ■産業看護職の強み（９カテゴリー、20サブカテゴリー） 

【社会人としてのスキル】 

【医療職としての専門性】 

【社員にとっての身近な存在】 

【会社と社員との間で中立な立場】 

【経営層との接点がある】 

【産業医と関わる立場】 

【コーディネート】 

【看護の視点で PDCA サイクルを回す】 

【個人・組織へのアプローチ】 

なし 

松田 有

子他，

2020 

日本 機縁法により選定

した産業看護職経

験 5 年以上の事

業場で働く看護職

10 名 

産業看護職自身が考え

る事業場での救急対応

に産業看護職が関わる

強みから、救急対応に

産業看護職が関わる意

義について検討すること 

質的研究 ■事業場での救急対応における産業看護職の強み（４カテゴ

リー、14 サブカテゴリー） 

【的確な救急処置の実施】（8サブカテゴリー） 

【救急医療体制の構築】（2サブカテゴリー） 

【救急対応時の緊迫した状況で安心できる存在】（2サブカテ

ゴリー） 

【専門職としての責任感】（2サブカテゴリー） 

なし 
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河野 啓

子他，

2021 

日本 日本産業看護学

会の会員のうち、

産業看護実務経

験者又は教育経

験者であり産業看

護関連の雑誌投

稿経験のある産業

看護職 34 人 

2016 年に開発したコン

ピテンシー尺度の項目

をより精度の高いものに

すること 

デルファイ

法 

■産業看護職のコンピテンシー 

1．仲間，先輩，文献，既存のシステムから学ぶ 

2．能動的に自己研鑽する 

3．自分の活動を振り返り，産業看護職としてのあり方を考える 

4．困難な事態を前向きにとらえ，対処する 

5．よりよい産業看護サービスの提供をめざす姿勢を持つ 

6．産業看護職の中立性・役割など，そのスタンスを考えて活

動する 

7．組織の経営理念・方針を理解して行動する 

8．産業看護の原理原則に則って考える 

9．表面的でなく，物事の本質をみる 

10．看護専門職としての意識を持ち，役割を遂行する 

11．組織人としての意識を持ち，役割を遂行する 

12．情報や体験の共有化を図り，チームのベクトルを合わせる 

13．必要な情報を自ら選んで，いろいろな方法で収集する 

14．内外の関係者との協力体制をつくり，仕事の効率を上げる 

15．複雑なことは根本に立ち戻り，分析・整理する 

16．忍耐強く地道に仕事を積み重ねて 次の活動に繋げる 

17．優先順位をつけ，効率・効果を意識して活動する 

18．中長期的な戦略を立て，PDCA を回して活動する 

19．長期的な視野に立って仕事をする 

20．視点が偏らないように，広い視野を持って活動する 

21．人や部門間，チームの意見を調整し，それぞれが役割を

果たせるようにする 

22．問題解決に向けて，いろいろな方法で相手の理解・納得

を得る 

23．キーパーソンを見極め，働きかける 

24．適切な時と場所を選んで，個人・集団・組織に働きかける 

25．工夫しながら人間関係を築き，維持する 

26．人間としてのつながりを大切に，相手と接する 

27．相手の思いや価値観を尊重して，働きかける 

28．個人・集団・組織の状況に合わせて，働きかけ方を変える 

29．個人・集団・組織のニーズに合わせて，対象が役に立つと

感じるように働きかける 

30．情報収集・ラポール形成などのために，積極的に職場に

出向く 

31．働く人の生涯を通しての QOL が高まるよう，意識して支

なし※ 
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援する 

32．組織の生産性を高めることを意識して活動する 

33．個人・集団・組織が自立して産業保健活動ができるよう

に，支援する 

34．職場の問題を単に解決するだけでなく，職場が成長する

風土づくりに繋げる 

35．産業看護活動全体を俯瞰し，個々の活動を有機的に繋

げる 

36．産業看護が効果的に行えるシステム・体制を創り出す 

37．組織の中で産業看護職の役割を創り出す 

38．産業看護職の実践に役立つスキルやプログラムを開発す

る 

39．組織に有用な安全衛生施策を提言する 

40．学会・看護協会などに，産業保健・産業看護の向上に向

けて政策を提言する 
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Yokogawa 

T st al., 

2021 

日本 災害時の産業保

健活動の実務経

験を有する日本産

業衛生学会の認

定産業医・産業保

健看護職 1183 名 

質的研究にて抽出した

災害時に産業保健専門

職に求められるコンピテ

ンシーが、他の災害対

応の経験を有する産業

保健専門職にも適応で

きるかどうかを明らかに

すること 

横断研究 

実態調査 

■災害対応についての労働衛生従事者の能力 

【組織内の調整に関するスキル】10 項目 

【状況の変化に対応する実践的能力】9 項目 

【産業保健専門職としての一貫性】3 項目 

なし 

吉川悦子

他，2021 

日本 熊本地震に被災し

た事業場で産業

保健実務に携わ

り，その後も同じ事

業場に勤務する産

業保健専門職 8 

名 

熊本地震で被災した事

業場の産業保健専門職

が自身の経験を通じて

とらえた，災害時に必要

な産業保健専門職のコ

ンピテンシーを明らかに

すること 

質的記述

的研究 

■災害時に必要な産業保健専門職のコンピテンシー（9 カテ

ゴリー29 サブカテゴリー） 

【災害発生時に求められるコンピテンシー】 

①災害によって生じる健康への影響を総合的に把握して本質

を見抜く（３） 

②時間経過とともに変わる状況を適切に把握しながら業務の

優先順位をつける 

・刻々と変わる状況を的確にアセスメントし、時間経過とともに

起こりうる産業保健上のリスクを洗い出す 

・必要な情報やデータを可能な範囲で収集し分析に活かす 

・潜在しているニーズを抽出し社員や会社に伝達する 

・今ある資源や機動力を見積もり優先順位をつけて業務を組

みたてる 

③自身の安全や健康を確保しつつ，できることから取り組み始

める（３） 

④状況に柔軟に対応しながら効率的な方法を工夫し産業保

健実践を継続する（３） 

⑤産業保健チームとして各々の役割を発揮できるよう環境を

整える（５） 

⑥災害時における組織内での産業保健部門の立ち位置を調

整しネットワークを活用する（４） 

【災害発生時に備え平時から求められるコンピテンシー】（ 3 

カテゴリー 7サブカテゴリー） 

①産業保健専門職の基盤となる個人特性を備え持つ（３） 

②社員や会社との信頼関係を築く（１） 

③災害時の経験を今後の産業保健実践につなげる（３） 

コンピテンシー：仕事上の役割

や機能をうまくこなすために個

人に必要とされる測定可能な

知識、技術、能力、行動および

その他の特性パターン、高い

成果をあげるための職務遂行

能力 
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松本 泉

美，2021 

韓国 大学院教授 1 名と

産業専門看護師 1

名 

韓国の専門看護師教育

制度における産業専門

看護師の教育内容と看

護実践の把握 

質的研究 ■韓国専門看護師のコアコンピテンシー 

①専門的な看護実践：産業看護実践に必要な労働衛生管理

「作業環境管理」「作業管理」「健康管理」「衛生教育」「統括教

育」項目に基づいた職業病及び生活習慣病・感染症拡大予

防に関する看護実践 

②教育者：労働者に対する健康教育・衛生教育および産業看

護職に対する教育 

③研究者：所属事業場における研究活動および韓国産業看

護協会における研究活動への参画 

④指導者：課題を保有する労働者やその家族に対する健康

の保持・増進のための看護の向上のための指導およびその他

の専門職に対するまとめ役とリーダーシップ 

⑤アドバイザー：課題を保有する労働者やその家族に対する

健康の保持・増進のための看護の向上のための指導およびそ

の他の専門職に対するアドバイス 

⑥パートナー：労働者の主治医や検査および治療を依頼する

医療機関・保健所・韓国産業看護協会との連携・協力 

なし 

竹口 和

江，2022 

日本 企業外労働衛生

機関 111 施設の

産業看護職 555

人 

企業外労働衛生機関の

産業看護職におけるメ

ンタルヘルス一次予防

の実践能力を自己評価

する尺度を開発すること 

尺度開発 ■メンタルヘルス一次予防のおける実践能力 

【事業場の方針やニーズに合わせた一連の保健活動を展開

する能力】（10 項目） 

【事業場との連携を強化する能力】（4 項目） 

【所属機関の保健活動基盤を整備する能力】（5 項目） 

【労働者の支援ニーズを引きだす能力】（3 項目） 

メンタルヘルス一次予防にお

ける企業外労働衛生機関産業

看護職の実践能力：労働衛生

機関の産業看護職がメンタル

ヘルス一次予防の看護活動を

行う上で必要な知識，技術，態

度，行動とする 



105 

 

伊藤 まり

子他，

2022 

日本 人材紹介会社 A 

社に登録されてい

る企業約 3,500 

社と看護職約 

2,800 名のうち，

企業内の産業看

護職等の採用担

当者 104 人と，企

業で就労している

産業看護職 80 人 

企業内産業看護職の業

務に対する関与の必要

性と能力について，企

業担当者と産業看護職

の認識を明らかにするこ

と 

記述疫学

研究 

■企業内産業看護職の業務に関する能力 

・健康診断の計画・進捗管理・受診勧奨 

・健康診断の事後措置 

・メンタルヘルス関連の相談・教育・復職支援 

・健康に関連する情報提供 

・感染症予防対策を含む危機管理対策 

・過重労働による健康障害防止 

・産業保健活動の方針や計画の作成・進捗管理 

・データ分析等に基づく会社全体の健康課題の把握 

・健康づくり活動の企画や実施 

・労働衛生教育・健康教育 

・傷病者対応 

・産業保健と関連の少ない一般的な事務業務 

・労働衛生管理体制の整備 

・作業環境管理・作業管理 

・産業保健に関連する事務業務 

なし 

畑中 純

子他，

2022 

日本 日本産業看護学

会学会員の看護

系大学教員 50 

人，産業看護職 

50 人 

産業看護職として従事

する前に必要な知識項

目を明らかにすること 

デルファイ

法 

■産業看護職として従事する前に必要な知識項目（５つの大

項目と 50 項目） 

【職場に産業保健活動を組織する】（11 項目） 

【職場の健康リスクをアセスメントする】（6 項目） 

【職場の産業保健計画を立案および評価する】（10 項目） 

【産業看護活動を展開・評価する】（14 項目） 

【産業看護職として求められる基本的な資質・能力】（9 項目） 

なし 

Gok 

Metin Z 

et al., 

2023 

トルコ 公衆衛生看護学

の学識経験者、産

業看護職、その他

の保健専門家、公

衆衛生の教員、産

業医を対象に、第

1 ラウンド 45 名、

第 2 ラウンド 41

名、第 3 ラウンド

36 名が参加した。 

21 世紀に求められる産

業保健師の定義、資

格、責任、教育に関する

合意形成テキストを作成

する事 

デルファイ

法 

産業看護職の責務 

１．基本的な看護ケアの維持（8項目） 

２．データ収集、記録保持、報告、情報のプライバシーと信頼

性の確保（4 項目） 

3．チームとの協力（3 項目） 

4．健康教育と健康増進（3 項目） 

5．職場およびその環境、従業員の健康の観察（2 項目） 

6．緊急時と応急処置活動（5 項目） 

7．リスクの識別と評価（2 項目） 

8．規制と専門組織の原則に従う（3 項目） 

産業看護職のコンピテンシーと

は、観察、健康増進活動、チ

ームスピリット、従業員教育、健

康増進の傾向に関する分析、

リスク低減、組織のニーズに合

わせた健康プログラムの開発、

健康プログラムやサービスの費

用対効果の高い代替案を特定

するための調査など、追加的

な資格を定義する、他の専門

家と定期的に会合を持ち、問

題を特定し、解決策を提案す

ること、健康プログラムを障害

者にも拡大すること、OHS部門
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の委員となり、意思決定プロセ

スに参加すること、従業員に健

康リスクについて助言するこ

と、業務に関連した緊急事態

に対する看護ケアの提供を監

督することを含む 

元田 紀

子他，

2023 

日本 産業看護職 17

人，産業看護の教

育・研究に関わる

大学教員 6 人，企

業のキーパーソン

5 人 

企業の意思決定者や健

康施策の決定に影響を

与える立場の者（以下，

キーパーソン）から健康

施策の合意を得るため

に必要な産業看護職の

コンピテンシーを明らか

にすること 

デルファイ

法 

【企業人や産業看護職としての基盤】（11 項目），【健康施策を

展開するための土台づく り 】（2項目），【連携・調整】（5 項

目），【健康施策の背景の明確化】（14 項目），【実施済みの健

康施策の評価】（4 項目），【健康施策の方法の明確化】（12 項

目），【適切なプレゼンテーション】（5 項目） 

必要とされる知識や技術の本

質を見極 

め，それらの知識や技術を上

手に活用して，高い成果を 

あげる力 

Sormunen 

E et al., 

2024 

フィンラ

ンド 

産業保健専門職 

(n=121) ，産業看

護職(n=69) 

産業保健サービスにお

ける多職種連携および

クライアント志向アプロ

ーチの特性を明らかに

することを目的とし、産

業保健専門職の役割と

協働実践に焦点をあて

る 

横断研究 ■多職種連携に関わる実践能力 

【専門性の共有と統合】【協働のための調整・運営能力】【ニー

ズに基づく介入能力】【チーム実践のマネジメント】 

■クライアント志向に関わる実践能力 

【ニーズ把握と対応能力】【協働関係構築能力】【共同意思決

定支援能力】【柔軟なサービス提供能力】 

定義なし 

Togita & 

Yano, 

2024 

日本 A社の職場におけ

る労働・衛生・安

全担当者 9 名 

産業保健看護職に最も

近い立場で働く職場の

労働・衛生・安全担当者

による、産業保健看護

職への期待を明らかに

すること 

質的研究 ① 産業看護職としての基盤 

協調性・連携力，中立的態度，労働者にとって身近な存在で

ある姿勢，専門職としての基本的態度 

② 個人アプローチ技術力 

個別性に応じた看護実践，健康指導能力，相談対応能力，専

門的看護技術 

③ 組織アプローチ技術力 

問題分析能力，問題解決能力，施策化能力 

④ 産業保健体制の構築力 

産業保健体制の構築・発展，多職種連携の推進，経営方針・

組織理解に基づく体制づくり 

産業保健看護活動の領域に

おいて、優れた成果や業績を

もたらす、特徴的かつ実際に

発現された行動特性および職

務遂行能力 
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三橋 祐

子

他,2024 

日本 産業看護職 2,574

名 

産業看護職の地域保健

との連携コンピテンシー

に関する尺度を開発し,

信頼性と妥当性を検討

すること 

尺度開発 
A．日頃の取り組み（9 項目），B．連携の実践（11 項目），C．

組織の理解を得るための取り組み（7 項目），D．連携の基盤と

なる意識・姿勢・考え方（10 

項目） 

連携コンピテンシー：地域保健

との連携における知識・技術お

よび，意識・姿勢・考え方．技

術には行動様式を含む 

Kobayashi 

& Honda, 

2025 

該当な

し（文

献研

究） 

該当なし（文献） 産業看護における連携

（collaboration）の概念を

明らかにすること 

概念分析 連携の属性 

１．情報共有・相互理解 

関係者間での情報共有、目的や支援方針の共有 

2. 役割の明確化 

各専門職の役割理解、責任の明確化 

3. 相互作用・関係構築 

信頼関係の構築、継続的なコミュニケーション 

4. 統合 

多職種・組織間の統合、個人・組織をつなぐ機能 

5. 協働による実践推進 

共通目標に向けた協働 

記述なし 

Ignacio et 

al., 2025 

ブラジ

ル 

ブラジルの国内お

よび多国籍企業に

勤務する産業看

護職 34 

産業看護職の専門的経

験に基づき，ブラジルに

おける産業看護職の専

門スキルの枠組みを開

発すること 

質的記述

的研究 

【横断的コンピテンシー】 

法的能力 

効果的コミュニケーション 

関係構築能力 

人材・サービス管理 

【特異的コンピテンシー】 

業務プロセスの改善 

労働者の健康と安全 

継続教育 

専門的コンピテンシー：知識・

技能・態度を統合的に適用し

た結果として生じ，効果的な専

門的実践として発現されるもの

であり，業務の遂行と成果を確

実にする行動の活用を指す 

Sirkka et 

al., 2025 

フィンラ

ンド 

フィンランド産業看

護職協会の専門

誌を通じて募集さ

れた産業看護職

10 名 

労働能力リスクの管理お

よび分析に関する産業

看護職の認識を記述

し，それらの実践を促進

または阻害する要因を

明らかにすること 

質的記述

的研究 

労働能力リスクのマネジメントおよび分析に関する産業看護職

の実践 

【労働能力モニタリング】【早期対応】【欠勤管理】【復職支援】

の 4 つのプロセスが示された 

明確には定義されていない 

金森 悟

他，2025 

日本 事業場の産業保

健活動に関わる産

業看護職 183 名 

産業看護職の健康施策

決定プロセス関与コンピ

テンシー尺度を開発し，

信頼性および妥当性を

検証すること 

尺度開発 「アセスメントに基づく明確な計画立案」9 項目 

「健康施策に関する連携・調整」6 項目 

「企業人としての産業看護職の基礎力」4 項目 

必要とされる知識や技術の本

質を見極め，それらの知識や

技術を上手に活用して，高い

成果を 

あげる力 
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高見澤 

友美他，

2025 

日本 事業所で産業看

護職として勤務し

ている産業看護職

176 名 

職場外の産業保健スタ

ッフからのインフォーマ

ルなサポートと，産業看

護職のコンピテンシーの

関連を明らかにすること 

横断研究 河野 啓子他，2021 の尺度を使用 産業看護活動に必要な知識や

技術の本質を見極め，それら

の知識や技術を上手に活用し

て，産業看護職としての高い成

果を上げる力 
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表 3 文献に示されたコンピテンシーの分類結果 

カテゴリー サブカテゴリー 

産業看護の基盤 専門性の発揮 

 一貫性・本質 

 倫理的・法的基盤 

 自己成長 

 未来につなげる省察的な実践 

 コミュニケーションスキル 

 個別支援における姿勢 

 社会人としての姿勢 

コーディネーション 会社・個人との関係構築から連携・協働 

 地域保健との関係構築から連携・協働 

 集団・組織へのアプローチ 

マネジメント PDCAサイクル 

 情報収集 

 サーベランス・モニタリング 

 アセスメント 

 事業評価 

 対象に合わせた柔軟な働きかけ 

 優先順位・業務効率化 

 政策提言・システムづくり 

 教育とスキル開発 

 研究 

 リーダーシップ 

産業看護活動 ヘルスプロモーション 

 健康相談 

 労災・業務疾病管理 

 健康危機管理 

 メンタルヘルス支援 

 治療と仕事の両立支援 

 応急処置 

 健康診断 

 投薬・検査 

 事務的な業務 

 


